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１．経営成績

(1)経営成績に関する分析

(当期の経営成績)

〔連結業績〕

〔個別業績〕

(次期の見通し)

〔連結業績見通し〕

〔個別業績見通し〕

(2)財政状態に関する分析

(資産、負債、純資産の状況)

営業利益　　　 33億50百万円（前期比    4.1％増）
経常利益　　　 36億10百万円（前期比    3.2％増）
当期純利益　   22億60百万円（前期比    3.9％増）

売上高　　　　420億円      （前期比    0.5％増）
営業利益　　　 33億円　　　（前期比  　5.4％増）
経常利益　　　 36億円　　　（前期比    2.2％増）
当期純利益　   22億50百万円（前期比    2.5％増）

経常利益　　　 35億22百万円（前期比　 28.0％増）
当期純利益　   21億94百万円（前期比　 37.3％増）

今後の見通しとしては、引き続き受注環境の好転が期待されるものの、人手不足や円安により労務
費・材料費が高騰し収益を圧迫する懸念もあるなかで、当社グループは受注を確保するため電気・空調
管など既存事業の更なる深掘りや周辺分野への事業領域の拡大を図るとともに、工事原価の低減および
業務の効率化を進めることにより業績の向上に努めてまいります。

売上高　　　　421億円      （前期比    0.6％増）

経常利益　　　 34億98百万円（前期比　 26.6％増）
当期純利益　   21億74百万円（前期比　 37.8％増）

売上高　　　　417億97百万円（前期比　 12.1％増）
営業利益　　　 31億31百万円（前期比　 22.4％増）

当期におけるわが国経済は、政府による経済政策の効果により国内需要が順調に推移し、生産や個人
消費の増加を受けて企業収益が改善するなど、景気は緩やかに回復しました。

建設業界においては、公共投資が底堅く推移し、企業収益の改善から民間設備投資の持ち直しなど受
注環境の好転が期待された一方、労務費・材料費高騰の顕在化から、厳しい受注・価格競争が続きまし
た。

このような状況のなか、当社グループは受注高・売上高を確保するため、全社を挙げて積極的な営業
活動を展開し、また、工事原価管理の徹底と経営全般の効率化に努めたことなどにより、当期の業績は
次のとおりとなりました。

売上高　　　　418億49百万円（前期比　 12.1％増）
営業利益　　　 32億19百万円（前期比　 23.8％増）

当連結会計年度末の総資産額は、378億12百万円となり、前連結会計年度末と比べ34億88百万円の増
加となりました。これは受取手形・完成工事未収入金等の増加（24億92百万円）や有形固定資産の増加
（11億37百万円）などによるものです。

負債総額は、177億36百万円となり、前連結会計年度末と比べ14億9百万円の増加となりました。これ
は未払金の増加（7億83百万円）や工事未払金の増加（6億48百万円）などによるものです。

純資産総額は、200億75百万円となり、前連結会計年度末と比べ20億79百万円の増加となりました。
これは、利益剰余金の増加（19億87百万円）などによるものです。

北陸電気工事㈱　(１９３０)　平成26年3月期　決算短信

2



(キャッシュ・フローの状況)

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産
時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー
インタレスト・ガバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い
（注1）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。
（注2）株式時価総額は期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しています。
（注3）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

平成24年3月期

53.6

18.2

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ4億99百万円増加し、77
億83百万円となりました。

　時価ベースの自己資本比率（％） 26.2

平成25年3月期

　自己資本比率（％）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益34億90百万円に対して、売上債
権や未成工事支出金などが増加したものの、仕入債務が増加したことなどにより、8億46百万円の増
加となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出などがあったものの、定
期預金の払戻による収入や投資有価証券の売却による収入などにより、24百万円の増加となりまし
た。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払やファイナンス・リース債務の返済による
支出などにより、3億71百万円の減少となりました。

　キャッシュ・フロー
　対有利子負債比率（年）

4.9 1.1

平成26年3月期

53.1

27.3

52.4

0.5

（注5）営業キャッシュ・フローがマイナスの期におけるキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタ
レスト・ガバレッジ・レシオは、「－」で表示しています。

　インタレスト・ガバレッジ・
　レシオ（倍）

15.6 63.0

（注4）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象
　　　 としています。

96.1
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２．企業集団の状況

〔設備工事業〕
・電力設備工事

・電気工事及び空調管工事

〔その他の事業〕
・不動産賃貸等

事業の系統図は次のとおりであります。

当社グループは、当社、子会社１社、その他の関係会社（被関連会社）１社で構成され、設備工事業を
主な事業の内容としております。
　当社グループの事業に係る位置付け及び事業内容は次のとおりであります。

　当社はその他の関係会社（被関連会社）である北陸電力㈱から配電設備等の電力供給設備に係わる電気
工事を請負施工しております。

　当社は電力設備工事以外の電気工事、電気通信工事、管工事、水道施設工事、消防施設工事及び土木工
事を請負施工しております。

　ホッコー商事㈱は不動産賃貸等を行っております。

北陸電力(株) [その他の関係会社] その他の得意先

お客さま

工事の 施工

北陸電気工事(株) [当社]

設備工事業

 不動産 賃貸等

ホッコー商事(株)

その他の事業(連結子会社)

(注)平成26年３月31日をもって石川設備サービス㈱及び福井設備サービス㈱は解散しております。
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３．経営方針

(1)会社の経営の基本方針

① 複雑なことはしない。正しい取引を貫き、シンプルに生きる。
② 明るく公平な職場で、一生懸命働き、お客さまから信用を得る。
③ 仕事を通して社会の発展に貢献し、健康で幸せな人生を目指す。

(2)中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題

また、社会やお客さまからの信用を高めるため、建設業の原点である安全と品質の確保を徹底するとと
もに、法令・社会規範の遵守に努め、当社グループの持てる力を存分に発揮し地域に貢献してまいりま
す。

全体では公共投資・民間設備投資ともに増加する傾向にありますが、地域によってばらつきがあり、当
社グループが営業基盤とする北陸地域においては投資に対する慎重さも残るうえ、人手不足の深刻化と相
まって先行き不透明で厳しい事業環境が続くことが予想されます。

このような状況のなか「受注の確保」を最優先課題に、主力の電気・空調管工事に加え、相乗効果が期
待できる再生可能エネルギー・省エネ・通信などの周辺分野へ事業領域の拡大を目指すものとし、そのた
めに人材の育成を図り、技術提案力を高め、新規顧客の開拓に努めてまいります。

さらに、価格競争の激化に伴い受注価格の引き下げを余儀なくされているなかにあって、現場生産性の
向上や徹底的なコストの削減に取り組み、利益を創出できる体制を目指してまいります。

当社グループは、お客さまの期待に対し真摯に向き合い、常に最高の技術と品質で応えることが会社発
展の基礎であるとの考えから、次の３項目を経営理念として掲げております。
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(5)連結財務諸表に関する注記事項

　(継続企業の前提に関する注記)
　該当事項はありません。

　(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)
　１．連結の範囲に関する事項

(1)連結子会社の数　１社
連結子会社　　ホッコー商事㈱

(2)非連結子会社名
石川設備サービス㈱、福井設備サービス㈱
（連結の範囲から除いた理由）

　なお、石川設備サービス㈱及び福井設備サービス㈱は平成26年３月31日に解散しております。

　２．持分法の適用に関する事項

　なお、石川設備サービス㈱及び福井設備サービス㈱は平成26年３月31日に解散しております。

　(会計方針の変更)

　この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が3,524百万円計上されております。

　(セグメント情報等)
【セグメント情報等】

【関連情報】
　前連結会計年度(自 平成24年４月１日　至 平成25年３月31日)
１．製品及びサービスごとの情報

２．地域ごとの情報
(1)売上高
　本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載しておりません。

(2)有形固定資産
　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載しておりません。

３．主要な顧客ごとの情報
単位：百万円

退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」と
いう。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17
日。以下「退職給付適用指針」という。）を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準
第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務を退職給付に係
る負債として計上する方法に変更いたしました。

持分法を適用していない上記非連結子会社(２社)は、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余
金(持分に見合う額)等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であ
り、かつ、全体としても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しております。

非連結子会社は、いずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益(持分に見合う額)
及び利益剰余金(持分に見合う額)等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしておりませ
ん。

関連するセグメント名
　北陸電力㈱

顧客の名称又は氏名

　前連結会計年度(自 平成24年４月１日　至 平成25年３月31日)及び当連結会計年度(自 平成25年４月１
日　至 平成26年３月31日)

14,276 　設備工事業・その他

当社グループの報告セグメントは設備工事業のみであり、その他の事業については重要性が乏しいた
め、記載を省略しております。

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるた
め、記載を省略しております。

売上高
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　当連結会計年度(自 平成25年４月１日　至 平成26年３月31日)
１．製品及びサービスごとの情報

２．地域ごとの情報
(1)売上高
　本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載しておりません。

(2)有形固定資産
　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載しておりません。

３．主要な顧客ごとの情報
単位：百万円

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】
　前連結会計年度(自 平成24年４月１日　至 平成25年３月31日)

　該当事項はありません。

　当連結会計年度(自 平成25年４月１日　至 平成26年３月31日)
単位：百万円

　(１株当たり情報)

　１株当たり純資産額
　１株当たり当期純利益金額

　　2.１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　当期純利益（百万円）
　普通株主に帰属しない金額（百万円）
　普通株式に係る当期純利益（百万円）
　普通株式の期中平均株式数（千株）

　(重要な後発事象)
該当事項はありません。

－

(注)1.潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

 (自 平成24年４月１日
　 至 平成25年３月31日)

2,174

　 至 平成26年３月31日)
859.67円
93.10円

せん。

 (自 平成25年４月１日
　 至 平成26年３月31日)

前連結会計年度
 (自 平成24年４月１日

67.44円

23,356

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるた
め、記載を省略しております。

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名
　北陸電力㈱ 14,334

当連結会計年度

2,174

 (自 平成25年４月１日

合計

前連結会計年度 当連結会計年度

770.38円

23,407

　 至 平成25年３月31日)
1,578

－
1,578

設備工事業
　減損損失 51 51

　設備工事業・その他
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６．その他

(1)受注高・売上高・次期繰越高（個別業績）

①受注高

金額 構成比 金額 構成比 金額 率
(百万円) (％) (百万円) (％) (百万円) (％)

22,392 58.6 23,772 58.8 1,379 6.2
9,694 25.4 10,012 24.8 317 3.3
6,127 16.0 6,628 16.4 501 8.2

38,213 100.0 40,413 100.0 2,199 5.8

②売上高

金額 構成比 金額 構成比 金額 率
(百万円) (％) (百万円) (％) (百万円) (％)

20,955 56.2 24,239 58.0 3,284 15.7
9,402 25.2 9,691 23.2 288 3.1
6,028 16.2 6,948 16.6 920 15.3

36,385 97.6 40,879 97.8 4,494 12.4
891 2.4 917 2.2 26 3.0

37,276 100.0 41,797 100.0 4,520 12.1

③次期繰越高

金額 構成比 金額 構成比 金額 率
(百万円) (％) (百万円) (％) (百万円) (％)

13,292 74.5 12,824 73.8 △ 467 △ 3.5
2,270 12.7 2,591 14.9 320 14.1
2,278 12.8 1,958 11.3 △ 320 △ 14.1

17,841 100.0 17,374 100.0 △ 466 △ 2.6

④得意先別受注高・完成工事高

金額 構成比 金額 構成比
(百万円) (％) (百万円) (％)

13,805 34.2 14,311 35.0
26,607 65.8 26,568 65.0
40,413 100.0 40,879 100.0

⑤次期(平成27年3月期)の得意先別受注高・完成工事高

金額 構成比 金額 構成比
(百万円) (％) (百万円) (％)

14,000 34.6 14,000 34.2
26,500 65.4 26,900 65.8
40,500 100.0 40,900 100.0

受注高 完成工事高

(自 平成25年４月１日

(平成25年３月31日) (平成26年３月31日)

(自 平成25年４月１日
前事業年度

  至 平成25年３月31日)   至 平成26年３月31日)

  至 平成25年３月31日)

兼 業 事 業
合 計

計

  至 平成26年３月31日)

前事業年度

増減
前事業年度

(自 平成24年４月１日

(自 平成24年４月１日

当事業年度

当事業年度

当事業年度

増減

増減

配 電 線 工 事
そ の 他 工 事

そ の 他 工 事
計

内 線 ・ 空 調 管 工 事

内 線 ・ 空 調 管 工 事
配 電 線 工 事

計

内 線 ・ 空 調 管 工 事
配 電 線 工 事
そ の 他 工 事

完成工事高

北 陸 電 力 ㈱

北 陸 電 力 ㈱
一 般 得 意 先

計

一 般 得 意 先

計

受注高
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(2)役員の異動（平成26年６月27日付）

　①昇格予定者
新役職 現役職

村西
むらにし

　欣治
きんじ

常務取締役　営業本部長兼営業部長 取締役　営業本部副本部長兼営業部長

　②新任候補者
新役職 現役職

羽黒
はぐろ

　敏雄
としお

取締役 株式会社ホクタテ　取締役会長

本江
ほんごう

　博直
ひろなお

取締役　高岡支店長 執行役員　高岡支店長

大西
おおにし

　光雄
みつお

取締役　金沢支店長 執行役員　金沢支店長

岡本
おかもと

　誠
まこと

取締役　営業本部長代理兼内線工事部長 執行役員　営業本部副本部長兼内線工事部長

谷口
たにぐち

　重信
しげのぶ

取締役　東京支店長 執行役員　東京支店長
（注）羽黒　敏雄氏は社外取締役候補者であり、東京証券取引所の規則に定める
　　　独立役員として届け出る予定であります。

　③退任予定者

岡部
おかべ

　雄一
ゆういち

（現役職　常務取締役　営業本部長）

　※退任後、顧問に就任予定

　※その他の現役員は重任予定であります。

以上
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